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桐生市議会は、いちばん身近な頼れる議会を目指して議会機能の充実強化に努めます。

ここが聞
きたい！

一般質問 4 9

新議場へようこそ！ 2 3

議会のH
OTな話題

を

お届け！

定例会概要 9 10

特 集

傍聴席までの道のりを
徹底解説！
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概
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一
般
質
問

ようこそ。

新議場へ！！
　桐生市役所は１月６日（月）から新しい庁舎に引っ越し、新議場
は新庁舎の４階フロアとなりました。
　今回は、議場までの道のりをご案内します。本会議はどなたで
も傍聴できます。

1

3

2

傍聴される方は
正面入り口が
最寄りの入り口
となります。

どちらかの方法で
お越しください。

エレベーターの場合も
階段の場合も

同じ場所に出ます。

エレベーターか階段で 4階へ

エレベーターの場合
桐生信用金庫前のエレベーターを
ご利用ください。

階段の場合
中央の階段をご利用ください。

エレベーター
階段

4階に到着！

皆様の傍聴をお待ちしております！
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特
　
　
集

傍聴席に到着！

Special feature
特
集

4

6

４階に着いたら正面
の通路を右方向へ進
んでください。

通路沿いの右手に傍聴席
の入り口があります。
入り口は２箇所あります
ので、車椅子の方は奥の
スロープ付き入り口から
お入りください。

5

傍聴席からの
眺めはこちら！

こちらの窓口で対
応いたしますので、
お声がけください。

お 願 い
傍聴以外でご用のある方
は議会事務局に一度お
立ち寄りください。 庁舎 4階

フロアマップ

出入口

出入口

窓口

3
4

手前入り口スロープ付き入り口
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市
議
会
の
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動
ほ
か

定
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概
要

特　
　

集

一
般
質
問

利便性向上のために要望の声を届けて

そのほか…「CDR：Child Death Review（予防のための子どもの死亡検証）を通じた予防可能な小児死亡を減らすための取り組みの推進」について質問

利
便
性
の
向
上
へ

そ
う
ぞ
う
未
来

　
　
新
里
町
は
人
口
約
１
万
６
千
人
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
群
馬
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
１
台
も
な
く
、

生
活
面
で
不
便
を
き
た
し
て
い
る
。
設
置
を
望

む
多
く
の
声
に
対
し
、
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
へ

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
誘
致
を
実
現
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
対
応
は
。

地
域
住
民
か
ら
の
要
望
へ
の
対
応
は

問　
　
現
在
の
消
防
団
新
里
方
面
団
第
１
分
団
詰

所
の
あ
る
場
所
に
群
馬
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
あ
っ
た
。

詰
所
建
て
替
え
の
際
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
の
お
願
い

を
申
し
出
た
が
、
群
馬
銀
行
の
意
向
に
よ
り
撤

退
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
も
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
機
会
を
捉
え
て

群
馬
銀
行
へ
設
置
を
望
む
声
が
あ
る
こ
と
を
伝

え
て
ま
い
り
た
い
。

要
望
の
声
を
届
け
て
い
き
た
い

答

　12月19日（木）・20日（金）の２日間にわたり、15人の
議員が一般質問を行い、市政に関する問題について、市当
局の見解を求めました。

※氏名の横は所属会派名（無会派は会派に属さない議員）

テーマは自由
　質問する内容は、議案とは
関係なく、市政に関し自由に
決め、事前に通告しています。

　議長、副議長及び監査委員を務める議員は、
慣例により一般質問は行っておりません。
【議長：人見武男議員（左）、副議長：山之内肇議員（中）、
監査委員：北川久人議員（右）】

質問時間は40分
　議員１人の質問時間は、市
当局からの答弁も含めて、40
分以内です。

般一 質 問ここが聞きたい！

議 員 の 案提

※各議員の提案の右上にあるロゴは、SDGs（エス・ディー・ジーズ）の17の目標に関連しています。

各議員の二次元コードを読み込むと、一般質問の映像を見ることができます！

久
保
田
　
裕
一 

議
員

ぼ

た

ゆ
う
い
ち

く

ATMのイメージ

妊婦のイメージ

そのほか…「会計年度任用職員及び臨時的任用職員」「働き盛りの健康」について質問

未
来
の
妊
娠
の
た
め

小
島
　
　
強 

議
員

一
心
会

　
　
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
と
は
厚
労
省

の
成
育
医
療
等
基
本
方
針
の
中
で
「
女
性
や
カ

ッ
プ
ル
を
対
象
と
し
て
将
来
の
妊
娠
の
た
め
の

健
康
管
理
を
促
す
取
組
」
と
定
義
さ
れ
る
近
年

注
目
さ
れ
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で
あ
る
。
早
期
か
ら

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
健
康
的
な
生
活
を
送

る
こ
と
は
、
将
来
の
健
や
か
な
妊
娠
や
出
産
、

未
来
の
子
供
の
健
康
に
も
繋
が
る
。
市
民
へ
の

啓
発
活
動
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

今
後
の
市
民
へ
の
啓
発
活
動
は

問　
　
今
後
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、
若
い
世

代
が
将
来
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
た
ヘ
ル
ス

ケ
ア
の
重
要
性
に
関
す
る
啓
発
と
し
て
包
括
的

に
捉
え
、
他
部
局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
実

施
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

実
施
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
た
い

答

プレコンセプションケアで健康管理
議 員 の 案提 こ

じ
ま

つ
よ
し
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特　
　

集

災
害
対
策
事
業
費

政
策
研
究
会

　
　
災
害
発
生
時
、
災
害
救
助
法
第
２
条
第
１

項
に
お
い
て
、
市
町
村
の
役
割
と
し
て
、
応
急

仮
設
住
宅
の
供
与
、
被
災
者
の
救
出
、
生
活
必

需
品
の
給
与
、
住
宅
の
応
急
修
理
等
、
応
急
救

助
措
置
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
市
民
の
安
全
、

安
心
を
担
保
す
る
た
め
に
も
、
災
害
対
策
事
業

の
創
設
と
併
せ
、
１
億
円
規
模
の
予
算
確
保
が

必
要
と
考
え
る
が
副
市
長
の
見
解
は
。 

大
規
模
災
害
に
備
え
た
予
算
確
保
を

問
　
　
近
年
の
異
常
気
象
等
を
考
え
る
と
市
民
の

安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
も
万
一
に
備
え
た
財

源
確
保
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
他
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
と
の
調
整
を
含
め
、
ま
ず
は
私
が
先
頭

に
立
ち
、
腰
を
据
え
て
、
先
進
事
例
等
の
情
報

収
集
を
行
い
実
現
に
向
け
検
討
い
た
し
た
い
。

実
現
に
向
け
て
検
討

答

安心のため災害対策事業の創設を
議 員 の 案提

国保加入者の負担軽減こそ行うべき
議 員 の 案提

　
　
現
行
で
は
２
万
３
６
０
０
円
、
令
和
７
年

度
標
準
保
険
料
率
の
仮
算
定
で
は
３
万
４
４
０

０
円
で
、
年
間
１
万
８
０
０
円
増
額
と
な
る
。

年
間
１
万
８
０
０
円
の
増
額
と
な
る

答
　
　
平
成　
年
度
よ
り
県
が
国
民
健
康
保
険
制

度
の
保
険
者
と
な
り
、
各
市
町
村
に
標
準
保
険

料
率
と
納
付
金
額
を
示
す
仕
組
み
と
な
っ
た
。

本
市
は
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
県
が
示
す
率

よ
り
も
低
い
水
準
で
保
険
税
を
抑
え
る
努
力
を

し
て
き
た
が
、
基
金
残
高
も
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
市
の
保
険
税
を
次
年
度
の
標
準
保
険

料
率
で
計
算
し
た
場
合
、　 

歳
以
上
の
夫
婦
二

人
世
帯
で
夫
が
月　
万
円
、
妻
が
月
６
万
５
０

０
０
円
の
年
金
収
入
の
み
の
ケ
ー
ス
で
は
ど
の

よ
う
な
試
算
と
な
る
か
。

標
準
保
険
料
率
に
上
げ
た
場
合
の
試
算
は

問

石
渡
　
宏
明 

議
員

一
心
会

い
し
わ
た

あ
き

ひ
ろ

福
島
　
賢
一 

議
員

ふ
く
し
ま

い
ち

け
ん

わ
た
な
べ

ひ
と
し

　
　
今
、
桐
生
市
は
全
国
の
他
自
治
体
と
同
様

に
、
人
口
減
少
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の

課
題
を
解
消
す
る
た
め
の
対
策
の
筆
頭
に
掲
げ

ら
れ
た
、
桐
生
独
自
の
教
育
環
境
の
確
立
に
つ

い
て
、
市
長
の
思
い
を
伺
い
た
い
。

桐
生
独
自
の
教
育
環
境
、
市
長
の
思
い
は

問
　
　
子
供
の
学
び
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
特
色

あ
る
教
育
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
本
市
の

強
み
と
捉
え
、
そ
の
取
組
を
一
連
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
し
、
桐
生
独
自
の
教
育
環
境
と
し
て
「
む

す
び
す
む
桐
生
」
等
を
通
じ
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
移
住
、
あ
る
い
は
教

育
留
学
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
公
民

連
携
の
も
と
で
、
全
国
的
に
も
類
を
見
な
い
学

園
都
市
、
教
育
文
化
都
市
の
実
現
を
目
指
す
。

全
国
的
に
類
を
見
な
い
学
園
都
市
へ

答

教
育
環
境
確
立

家庭、学校、地域、三位一体で 
議 員 の 案提

そのほか…「生活保護」「学校給食費無償化」について質問

そのほか…「自治会組織」について質問 

そのほか…「生活保護の大幅減少にかかる検証」について質問

30

10

65

災害のイメージ

桐生市役所

国
保
は
生
存
権
保
障

渡
辺
　
　
恒 

議
員

日
本
共
産
党
議
員
団

授業の様子
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森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
あ
た
り
、

専
門
的
な
知
識
を
有
し
た
人
材
の
確
保
は
必
要

と
考
え
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
が
林
務
担
当
の

雇
用
に
活
用
で
き
る
た
め
、
今
後
、
人
事
当
局

と
協
議
し
人
材
の
確
保
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。
森
林
経
営
管
理
制
度
に
特
化
し
た
新
た
な

組
織
は
、
例
え
ば
、
林
業
・
建
設
業
な
ど
業
界

全
体
で
の
取
組
と
し
て
組
合
を
設
立
し
た
い
と

い
う
、
機
運
の
高
ま
り
を
期
待
し
て
い
る
。

そのほか…「新本庁舎への移転を契機とした公文書管理のあり方とデジタル化」について質問

そのほか…「GunMaaS（群馬版MaaS）を活用した新たな交通体系の構築」について質問

林
業
関
係
者
の
不
安
解
消

丹
羽
　
孝
志 

議
員

公
明
ク
ラ
ブ　

　
意
向
調
査
の
目
標
数
値
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ

ン
グ
、
森
林
整
備
等
の
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
具
現
化
す
る
に
は
、
林
業
に
精
通
し
た
人
材

の
雇
用
や
森
林
経
営
環
境
制
度
に
特
化
し
た
組

織
の
設
立
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

専
門
人
材
の
雇
用
や
組
織
設
立
の
考
え
は

問森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
や
業
界
に
期
待

答

新
た
な
財
源
確
保

近
藤
　
芽
衣
議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

こ
ん
ど
う

め

い
　
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
は
じ
め
、
歩
道
橋
や
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
道
路
付
属
物
も
視
野
に
入

れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
拡
充
を
提
案
す
る

が
市
と
し
て
の
見
解
は
。 

地
域
貢
献
活
動
の
促
進
と
し
て
ど
う
か

問
　
　
寄
贈
者
名
ま
た
は
公
共
的
目
的
を
も
っ
て

表
示
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
屋
外
広
告
物
条
例

で
認
め
ら
れ
た
行
為
で
あ
る
が
、
仮
に
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
に
寄
贈
者
名
等
を
表
示
す
る
場
合
、
ミ

ラ
ー
以
外
の
部
分
に
視
線
が
誘
導
さ
れ
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
注
意
が
散
漫
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

交
通
事
故
の
防
止
と
い
う
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

の
目
的
を
考
慮
す
る
と
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
導
入
は
難
し
い
と
考
え
る
。

交
通
安
全
上
の
観
点
か
ら
難
し
い

答

道路付属物にネーミングライツ導入を 
議 員 の 案提

森林経営管理制度の意向調査進めて
議 員 の 案提

風
邪
が
５
類
感
染
症

歌
代
　
公
司 

議
員

無
会
派

う
た
し
ろ

こ
う

じ

に

わ

た
か

し

国の説明不足による混乱の回避を
議 員 の 案提

そのほか…「渡良瀬川流域の水害対策」「昭和橋」について質問

　
　
令
和
7
年
4
月
7
日
か
ら
は
普
通
の
風
邪

が
新
型
コ
ロ
ナ
等
と
同
じ
5
類
感
染
症
に
指
定

さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
医
療
機
関
や
受
診
す

る
市
民
、
教
育
機
関
に
予
想
さ
れ
る
影
響
は
。

５
類
感
染
症
に
指
定
さ
れ
る
影
響
は

問
　
　
急
性
呼
吸
器
感
染
症
が
５
類
に
追
加
と
な

り
、
医
療
機
関
で
は
、
定
点
医
療
機
関
で
の
報

告
数
が
増
え
る
な
ど
、
事
務
負
担
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
が
、
受
診
す
る
市
民
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
情
報
が
少
な
く
、
現
時
点
で
は
明
確

に
回
答
で
き
な
い
。
今
後
、
国
や
県
の
通
知
等

を
待
ち
対
応
等
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

教
育
機
関
に
お
い
て
は
、
国
や
県
教
育
委
員
会

か
ら
通
知
等
は
届
い
て
い
な
い
が
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

今
後
の
動
向
を
注
視
し
適
正
に
対
応

答

林業のイメージ

風邪のメージ

カーブミラー
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特　
　

集

国の動向を見据え臨機応変な対応を
議 員 の 案提 そ

の

だ

も
と
ひ
ろ

　
　
本
件
は
、
国
で
慎
重
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
、
減
収
分
に
対
し
て
適
切
な
代
替
財
源
を
措

置
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
長
会
等
を
通
じ
、

国
に
対
し
て
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、

与
党
税
制
改
正
大
綱
に
明
記
さ
れ
る
予
定
の
所

得
税
の
控
除
額
を
１
２
３
万
円
に
引
き
上
げ
る

案
に
つ
い
て
は
、
影
響
が
市
民
税
に
及
ぶ
も
の

と
仮
定
し
た
場
合
、
約
５
億
４
千
万
円
の
減
収

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

国
に
対
し
て
要
望
し
て
ま
い
り
た
い

答
　
　
１
０
３
万
円
の
壁
の
見
直
し
に
伴
い
、
市

民
税
や
地
方
交
付
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。

国
に
よ
る
財
政
措
置
が
な
か
っ
た
場
合
、
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
が
予
測
さ
れ
る
が
、
市
長
の
見

解
は
。 

イ
ン
パ
ク
ト
を
見
据
え
た
市
長
の
見
解
は

問

財
政
健
全
化

園
田
　
基
博 

議
員

一
心
会

今
、
で
き
る
こ
と

河
原
井    

始 

議
員

ク
ラ
ブ

　
　
教
員
支
援
の
拡
充
策
に
つ
い
て
は
、
教
育

Ｄ
Ｘ
推
進
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
等
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
と
し
て
、

保
護
者
の
方
々
が
、
若
い
教
師
を
我
が
子
と
同

様
に
温
か
く
見
守
り
、
育
て
て
い
く
と
い
う
寛

容
さ
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

若
い
教
師
を
育
て
る
寛
容
さ
が
必
要
で
は

問
　
　
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
近
年
の
学
校
現

場
で
は
、
経
験
の
浅
い
教
師
に
と
っ
て
は
、
苦

慮
す
る
こ
と
が
あ
る
。
各
学
校
で
は
、 

Ｏ
Ｊ
Ｔ

研
修
や
メ
ン
タ
ー
チ
ー
ム
を
取
り
入
れ
る
等
対

応
策
を
一
緒
に
考
え
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
質
の
高
い
教
師
集
団
を
確
立
し
、
学
校

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

課
題
や
悩
み
を
把
握
し
、
支
援
す
る

答

若い教師を我が子のように育てていく 
議 員 の 案提

そのほか…「tsukurun KIRYU」について質問

用
水
系
統
図

岡
部    

純
朗 

議
員

そ
う
ぞ
う
未
来

お
か

べ

す
み
お

か

わ
ら

い

は
じ
め

　
　
赤
岩
用
水
の
臭
気
問
題
を
耳
に
す
る
。
赤

岩
用
水
の
流
れ
が
地
図
上
に
落
と
し
込
ま
れ
た

「
系
統
図
」は
過
去
に
作
成
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ

が
、
現
在
は
更
新
さ
れ
て
い
る
の
か
。
今
後
、

更
新
予
定
は
あ
る
の
か
。

系
統
図
の
更
新
は
さ
れ
て
い
る
か

問
　
　
現
在
の
系
統
図
は
平
成　
年
度
に
作
成
し

て
以
降
、
更
新
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
令

和
7
年
度
に
赤
岩
用
水
の
水
利
権
の
更
新
の
調

査
を
行
い
、
水
利
権
の
更
新
と
と
も
に
、
系
統

図
を
更
新
し
、
令
和
8
年
度
に
完
成
す
る
予
定

で
あ
る
。
な
お
、
新
し
い
系
統
図
は
、
現
在
よ

り
縮
尺
を
拡
大
し
、
詳
細
の
わ
か
り
や
す
い
系

統
図
に
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

わ
か
り
や
す
い
系
統
図
に
更
新
予
定

答

赤岩用水系統図は更新されているか
議 員 の 案提

そのほか…「市道整備」について質問

21

24

そのほか…「市長が行う『まちづくりミーティング』」について質問

教師と保護者のイメージ

赤岩用水

桐生市役所桐生市役所
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特　
　

集

一
般
質
問

　
　
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
は
、
周
期
的
に
流

行
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
令
和
2
年
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始

ま
っ
て
か
ら
、
今
年
に
な
る
ま
で
大
き
な
流
行

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
感
染
症
発
生
動
向
調
査
に
お
い
て
、

令
和
6
年
の
5
月
中
旬
頃
か
ら
全
国
的
に
報
告

数
が
増
え
始
め
、
現
在
も
増
加
傾
向
が
続
い
て

い
る
。
最
後
に
流
行
し
た
平
成
　
年
を
超
え
る

流
行
と
な
っ
て
い
る
。

そのほか…「新本庁舎への移転を契機とした公文書管理のあり方とデジタル化について」について質問

そのほか…「新庁舎建設と教育委員会、水道局」「学校統廃合」について質問

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

佐
藤
　
光
好 

議
員

政
策
研
究
会

さ

と
う

み
つ
よ
し

　
　
今
期
、
8
年
ぶ
り
の
流
行
に
加
え
、
感
染

症
法
に
基
づ
く
複
数
の
5
類
感
染
症
が
同
時
流

行
し
て
い
る
が
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
の
状

況
に
つ
い
て
は
。

今
年
度
の
流
行
状
況
に
つ
い
て

問現
在
も
増
加
傾
向
で
あ
る

答

生
活
保
護
問
題

関
口
　
直
久 

議
員

日
本
共
産
党
議
員
団

せ
き
ぐ
ち

な
お
ひ
さ

　
　
市
政
の
重
大
な
問
題
で
あ
る
生
活
保
護
問

題
に
対
し
て
市
民
か
ら
の
声
を
聴
く
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
考
え
は
。

生
活
保
護
問
題
に
市
民
の
声
を

問　
　
生
活
保
護
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
第
三

者
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長
よ
り
、
一
般
市

民
等
か
ら
の
情
報
提
供
を
実
施
し
た
い
旨
の
発

言
が
あ
り
委
員
長
も
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
外
部
か
ら
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
は
桐
生
市
福
祉
事
務
所
の
業
務
遂
行
状

況
に
つ
い
て
、
直
接
目
に
し
た
こ
と
、
居
合
わ

せ
た
場
で
実
際
に
聞
い
た
こ
と
な
ど
、
実
際
の

経
験
を
踏
ま
え
て
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
実
施
時
期
を
含
め
詳
細
に

つ
い
て
現
在
調
整
を
進
め
て
い
る
。

実
施
に
向
け
て
調
整
中

答

生活保護改善に向けて取組を
議 員 の 案提

マイコプラズマ肺炎の流行状況 
議 員 の 案提

流
動
型
犯
罪

周
藤
　
雅
彦 

議
員

ク
ラ
ブ

し
ゅ
う
と
う

ま
さ
ひ
こ

安心のため＃９１１０の周知徹底を
議 員 の 案提

そのほか…「農業へのサポート」について質問

　
　
流
動
型
犯
罪
は
警
察
に
よ
る
取
締
り
強
化

や
調
査
が
さ
れ
て
い
る
が
、
首
都
圏
を
中
心
に

犯
罪
が
広
が
り
続
け
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

生
命
の
危
機
を
感
じ
て
い
る
市
民
も
少
な
か
ら

ず
い
る
と
考
え
る
。
市
民
の
不
安
を
取
り
除
く

た
め
、
何
か
が
起
き
た
時
に
相
談
が
で
き
る
場

所
と
し
て
「
＃
９
１
１
０
」
の
周
知
を
広
報
で

行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

周
知
を
改
め
て
行
う
べ
き
で
は

問　
　
警
察
相
談
専
用
電
話
で
あ
る
＃
９
１
１
０

の
周
知
に
つ
い
て
は
、
広
報
き
り
ゅ
う
１
月
号

に
記
事
を
掲
載
す
る
。
防
犯
意
識
を
高
め
、
安

全
安
心
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後

も
定
期
的
に
広
報
き
り
ゅ
う
に
掲
載
す
る
な
ど

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

定
期
的
な
周
知
に
努
め
た
い

答

28

21

マイコプラズマ肺炎のイメージ

電話相談のイメージ

福祉課窓口
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
集

補助金の公募と市民審査の導入を
議 員 の 案提 い

い
じ
ま

ひ
で

き
　
　
補
助
金
は
一
旦
新
設
さ
れ
る
と
、
そ
の
費

用
対
効
果
等
が
継
承
さ
れ
な
い
ま
ま
既
得
権
化

す
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
補
助
金
の
更
な
る
適
正
化
に
向
け
、

議
員
ご
提
案
の
我
孫
子
市
の
取
組
を
は
じ
め
、

先
進
自
治
体
の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
市

の
実
情
に
合
っ
た
補
助
金
の
見
直
し
方
法
を
引

き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

実
情
に
合
っ
た
補
助
金
の
見
直
し
を
検
討

答 　
　
桐
生
市
の
補
助
金
行
政
は
本
当
に
適
正
な

の
か
と
市
民
の
声
を
い
た
だ
い
た
。
千
葉
県
我

孫
子
市
で
は
、
1
9
9
9
年
に
「
今
ま
で
の
補

助
金
は
全
部
廃
止
」
と
宣
言
し
、
補
助
金
の
公

募
と
市
民
審
査
と
い
う
制
度
を
立
ち
上
げ
た
。

桐
生
市
で
も
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。 

補
助
金
の
公
募
と
市
民
審
査
の
導
入
は

問

補
助
金
適
正
か
？

飯
島
　
英
規 

議
員

無
会
派

定 例 会月12

本会議
　12月の定例会は、11月29日から12月20日までの
22日間開かれ、市長提出議案など27件、請願6件の
審議のほか、15人の議員が一般質問を行いました。

詳細はこちら→

会　　　　期  11 月29日～12月20日（22日間）

市長提出議案 27件　※補正予算11件を含む

人  事  案  件 市議会は、次の人事案件1件に同意することに決定しました。

小　池　亮　子 氏（新任）◇教 育 委 員 会 委 員
こ いけ りょう こ

請  願  審  査 請願6件の審査を行った結果、いずれも閉会中の継続審査となりました。

付託委員会 受理番号 件　　　　　　　　　名

◎継続審査となった請願

第4号

第 6号

第 9号

第 2号

第 8号

第10号

総 務 委 員 会

教育民生委員会

「健康保険証の廃止をしないよう求める意見書」を政府に
送付することを求める請願

日本政府に核兵器禁止条約の批准・署名を求める意見書
採択の請願

「イスラエル政府に対して、直ちに戦闘をやめるよう要
請する」意見書を日本政府に上げることを求める請願

健康保険証をマイナンバーカードに一体化させ保険証を
廃止する事の中止を求める請願

生活保護行政の改善を求める請願

桐生市の小中学校給食費の無償化を求める請願

そのほか…「自助・共助・公助（共助の価値・ごみステーション問題）」について質問

桐生市役所桐生市役所



10

市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特
　
　
集

一
般
質
問

賛 否 の 公 表

市
　
　
　
　
長
　
　
　
　
提
　
　
　
　
出

報告第 6 号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

議案第83号

議案第84号

議案第88号

議案第90号

議案第91号

議案第92号

議案第93号

議案第94号

議案第95号

専決処分（令和6年度桐生市一般会計補正予算（第3号））の承認を求めるについて

桐生市地域振興基金条例案

桐生が岡遊園地条例の一部を改正する条例案

桐生市旧本庁舎解体工事請負契約の締結について

指定管理者の指定について（桐生市新里温水プール）

桐生市立認定こども園設置条例案

桐生市保育園条例の一部を改正する条例案

桐生市立学校設置条例の一部を改正する条例案

桐生市子どものための教育・保育の利用者負担額等に関する条例の一部を改正する条例案

桐生市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例案

桐生地域医療企業団規約の変更に関する協議について

令和6年度桐生市一般会計補正予算（第4号）

令和6年度桐生市学校給食共同調理場事業特別会計補正予算（第1号）

令和6年度桐生市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）

令和6年度桐生市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）

令和6年度桐生市水道事業会計補正予算（第1号）

桐生市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案

令和6年度桐生市学校給食共同調理場事業特別会計補正予算（第2号）

令和6年度桐生市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

令和6年度桐生市介護保険事業特別会計補正予算（第3号）

令和6年度桐生市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号）

令和6年度桐生市一般会計補正予算（第6号）

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

●出席議員の全員賛成で可決した議案
結　　果議案番号 議　　　　　　案　　　　　　名

承　　認

　

原案可決

同　　意

賛 否 の 公 表 ●賛否が分かれた議案
周
　
藤
　
雅
　
彦

河
原
井
　
　
　
始

佐
　
藤
　
光
　
好

福
　
島
　
賢
　
一

岡
　
部
　
純
　
朗

新
　
井
　
達
　
夫

辻
　
　
　
正
　
男

人
　
見
　
武
　
男

山
之
内
　
　
　
肇

丹
　
羽
　
孝
　
志

田
　
島
　
忠
　
一

近
　
藤
　
芽
　
衣

久
保
田
　
裕
　
一

北
　
川
　
久
　
人

園
　
田
　
基
　
博

工
　
藤
　
英
　
人

関
　
口
　
直
　
久

渡
　
辺
　
　
　
恒

歌
　
代
　
公
　
司

飯
　
島
　
英
　
規

石
　
渡
　
宏
　
明

小
　
島
　
　
　
強

議案番号・議案

議　員　氏　名

結　果

○：賛成　×：反対　△：退席　－：除斥　欠：欠席

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

原案可決

一般職の職員の給与に関する条例及び桐生
市一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の一部を改正する条例案

特別職の職員で常勤のものの給与に関する
条例の一部を改正する条例案

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部を改正する条例案

令和6年度桐生市一般会計補正予算（第5号）

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出

議案第85号

議案第86号

議案第87号

議案第89号

※

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
ず

お詫びと
訂正

　各御家庭に毎戸配布いたしました市議会だより令和6年11月1日号、No.283の11ページ「賛否の公表」において、「議案第59号」と「議案第60号」
の河原井議員の表決に誤りがありました。正しくは、「議案第59号」は「○」（賛成）ではなく「×」（反対）、「議案第60号」は「×」（反対）では
なく「○」（賛成）です。お詫びして訂正いたします。
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定
例
会
概
要

一
般
質
問

市
議
会
の
活
動
ほ
か

特
　
　
集 　桐生市議会では、他の自治体で

取り組まれている先進事例について調査・研
究し、今後の市政に反映させるため行政視察を行っ
ています。また、その成果を議会基本条例に基づき、
市長に提言しています。今回は、３特別委員会につ
いてご紹介します。
　　　　　　　　詳しくは、桐生市ホームページに
　　　　　　　視察報告書を公開して
　　　　　　　おりますのでご覧くだ
　　　　　　　さい。
詳細はこちら

令和6年10月1日～2日

議会改革調査特別委員会
期　　日

•議会改革の取組について《東京都町田市》
•議会改革の取組について《山形県米沢市》

視察項目

令和6年11月14日～15日

水質調査特別委員会
期　　日

•ＤＢＭ方式を採用した高橋浄水場（愛称：バ
　リウォーター）について《愛媛県今治市》
•「おいしい水が届くまで」について《愛媛県
　新居浜市》

視察項目

令和6年10月28日～29日

公共施設のあり方等調査特別委員会
期　　日

•宇都宮市公共施設等総合管理計画について
　《栃木県宇都宮市》
•「やまがたクリエイティブシティセンターＱ
　１」について《山形県山形市》

視察項目

行政
視察

行って
きました

　議会運営委員会の委員は次のとおりとなっています。
　今回、新たに工藤英人議員が委員となり、副委員長に
選任されました。（令和7年1月10日付 変更）

辻　　　正　男委 員 長

工　藤　英　人副委員長

渡　辺　　　恒
北　川　久　人
久保田　裕　一

丹　羽　孝　志
福　島　賢　一
河原井　　　始

委　　員

議会報告会・意見交換会
議会運営委員会 委員の変更

第36回

　令和６年第４回定例会の報告会と意見交換会を
下記のとおり行います。
　申し込みなどはございませんので、直接会場へ
お越しください。
　多くの皆様のご参加をお願い申し上げます。

日時 令和7年2月13日（木）　
午後6時00分～午後7時10分（予定）

場所

意見交換会テーマ

梅田公民館　1号室・2号室

「地域の現状と課題について」
※会場の駐車場台数には限りがございますので、
ご来場の際はお車に乗り合わせの上お越しください。

↑
詳細はこちら

議会運営委員会

◀
視
察
の
様
子
（
町
田
市
）

◀
視
察
の
様
子
　（
今
治
市
）

◀
視
察
の
様
子
（
山
形
市
）
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市
議
会
の
活
動
ほ
か

定
例
会
概
要

特
　
　
集

一
般
質
問

ご あ い さ つご あ い さ つ
　市民の皆様におかれましては、謹んで初春をお迎えのことと
お慶び申し上げます。
　今回の第4回定例会では、人事案件を含め27件の市長提出議
案の審議、また、15人の議員が一般質問を行いました。
　今回が仮議場である桐生地域地場産業振興センターでの最後
の本会議開催となりましたが、皆様には、仮議場での本会議開
催に深いご理解とご協力を賜り、感謝申し上げます。
　新年からは、新議場での本会議開催となりますが、今後も議
会一丸となり桐生市の持続的発展につながるよう、しっかりと
活動してまいります。
　結びといたしまして、新しく迎えた本年が市民の皆様にとっ
てすばらしい年でありますことをご祈念申し上げ、ご挨拶とさ
せていただきます。

スマホのカメラ、
またはアプリを
起動する。

スマホを二次元
コードにかざす。

表示された
読み取り結果
をタップする

1

2

3

二次元コードの読み取り方

次回定例会の開催予定は…

2月20日（木）
からです。

　市議会だよりは、紙面の都合で発言の一部
（要旨）を掲載しています。詳しくは、図書館
で会議録をご覧ください。
　なお、会議録は桐生市ホームページからでも
ご覧いただけます。

石 渡　宏 明 議員　逝去
　市議会議員　石渡　宏明氏は令和６年12月23日、
お亡くなりになりました。53歳でした。
　謹んで哀悼の意をささげ、ご冥福をお祈り申し
上げます。

　原則として議員定数の半数以上
（本会議の場合は11人以上）が出
席しないと、会議を開くことがで
きないことをいいます。

　会議は民主的にスムーズに行われることが大切です。そのた
めには一定のルールに従って会議を運営する必要があります。
　ここに紹介するルールは代表的なものですが、市議会はもち
ろん、一般の会議にもほとんど共通した原則です。

　原則として会議に出席している
議員の過半数（2分の1を超える人
数）で、賛成または反対を決める
ことをいいます。

　原則として本会議のもようを市
民に公開することをいいます。
•傍聴の自由　•報道の自由
•会議録の公表

　会期中に決まらなかった議案な
どは、その会期が終わるとともに
消滅し、次に招集される本会議に
は継続しないことをいいます。

「市議会の主なルール」
今回は…知っ

て納得！ 議会
解説！

定 足 数 の 原 則

過半数議決の原則

議会公開の原則

会期不継続の原則

山之内　肇 副議長人 見  武 男 議長

桐生市議会 検索 https://www.city.kiryu.lg.jp/shigikai/

YouTube
（ユーチューブ）

X
（旧ツイッター）

Facebook
（フェイスブック）

LINE
（ライン）

■発行／桐生市議会　〒376－8501　群馬県桐生市織姫町1－1
　　　　　　　　　 （0277）32－3538
■編集／桐生市議会事務局
■印刷／太陽印刷工業株式会社


